
脂肪肝が増加している
東海大学医学部附属病院健診センター受診者の内、脂肪肝を認めた人の割合

Kojima S, et al. J Gastroenterol. 2003

非アルコール性脂肪肝炎（NASH）は肝細胞への脂肪蓄積を
特徴とし、肝硬変・肝癌に至る進行性の疾患である

脂肪肝に対する“プレシジョンメディシン”
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増加する脂肪肝　
現代社会の生活スタイルや食事習慣、運動不足
などによって、脂肪肝の頻度が増加しています。現
在健診受診者の約20%に脂肪肝があり、肥満やメ
タボリック症候群を持っている人では、その頻度が
さらに上昇します。脂肪肝のうち約10%が肝臓に炎
症を伴うNASHと呼ばれる病態で、将来肝硬変や肝
臓がんに進行するリスクがあります。脂肪肝は自覚
症状がほとんどないため、気がつかないうちに静か
に病気が進行してしまう怖い病気です。

脂肪肝は

年々増加傾向に

あるんだね

脂肪肝に対する直接的な治療薬
はまだない　　
脂肪肝に対する治療の基本は、食事運動療法な

ど生活習慣の改善によって体重を減らすことです。
ただ生活習慣の改善だけではよくならない人もい
ますし、あまり太っていない人やすでに肝硬変まで
進行してしまっている人では、その効果は限定的で
す。その場合治療薬が必要となりますが、脂肪肝に
対する直接的な治療薬はまだ開発途上で、保険承
認されている薬剤はありません。また国内だけでも
約2000万人いる脂肪肝の方の中で、どういう人が
将来病気が進みやすいのかについてもまだよくわ
かっていません。

脂肪肝患者さんの個々の病態に合わせたアプローチ　
脂肪肝の正確な病状評価のためには肝臓の組織を針で採取する「肝生検」を行います。現在私たちは肝生
検検体の一部からRNAを抽出して網羅的に遺伝子発現を調べ、脂肪肝の病態を細分化するとともに、個々の
病態に応じた治療薬を選択する“プレシジョンメディシン（精密医療）”の開発を行っています。それによって
将来病気が進行する可能性が高い患者さんを絞り込むと同時に、適切な薬物療法を行うことが可能となりま
す。さらに、病理AIや血液で肝臓の病態を予測できる手法の開発も行っていて、実際一部は実現が期待でき
そうです。

血液で

わかるなんて、

すごいね！

肝臓週間に消化器・肝臓内科のメンバーと

脂肪肝って

本当は怖い病気

なんだね
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